
研修報告書
	所　　属　　青南病院　　職　種　医師　　氏　名　馬渡　晃弘

	期　　間　　平成26年6月26日～平成26年6月28日　　（3日間）

	出張目的　　第110回日本精神神経学会学術総会参加のため

	出 張 先　　パシフィコ横浜

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


上記学会に参加してきたので、これについて報告する。

会場は広く数か所でさまざまな内容の講演が行われており、その中で自分の興味ある分野の講演を選んで聴講することができた。

個人的に1番興味深く聞くことができたのが、「抗NMDA受容体脳炎」についてであった。本疾患は卵巣奇形腫などの腫瘍に関連する脳炎であり、NMDA型グルタミン酸受容体に自己抗体ができることによる急性型の脳炎であるが、近年徐々に研究が進んできておりさまざまな症例が報告されている。

典型的には感冒症状を伴い、その後統合失調症様の精神症状や不随意運動などが出現するとされているが非典型例の報告も多いため今後のさらなる研究や症例報告が望まれている。

私自身はまだ臨床の現場で実際に見たことはなく、またこれからも遭遇するかはわからないが、鑑別診断の1つとして頭に入れておくことは今後の診療の一助となると思われた。

その他にも個人的に興味のある分野や精神科医療に関する最新の知見を幅広く学ぶことができ、参加できて大変有意義であったと思う。

また学会で学んだことを今後の診療に活用していくとともに、さらなる診療技術の向上や知識の充足に努めていく所存である。
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